
2月 19日吉田太一氏講演報告 『本当の”ひとり”にならないために』 

あなたはいつ死にますか？逆算して今を生きる 

 

 

 

 

 

 

2 月 19 日、遺品整理会社キーパーズの代表取締役:吉田太一氏をお招きし、 

『本当の“ひとり”にならないために』と題して地域福祉講座を開講。 

103 名の方が吉田さんのお話に耳を傾けました。 

13:30～始めましたが、当日の午前になっても「まだ申し込めるか？」の問い合わせをいただきましたし、 

やむを得ない事情でキャンセルの電話を下さる方も、「次はないのか？」と残念そうなお話しぶり。 

NPO法人大人の学校・生活クラブ生活協同組合と共同開催をした今回の企画ですが、 

CCS 始まって依頼の嬉しい反響です。 

 

講演の中で、「あなたはいつ死にますか？」と吉田さんから問いかけがありました。 

普通、「縁起でもない」とけげんな顔をされるのが関の山ですが、不思議と抵抗なく聞き入れられました。 

みなさんの関心の寄せ方もありますが、吉田さんのお人柄の成せる技なのでしょう。 

ある意味重い内容の講演ですが、笑い声が絶えませんでした。 

 

「あなたはいつ死にますか？」･･････つまりこういうことです。 

仮に 10 年後としましょう。使えるお金（1/3 は生き延びられた時のためにとっておきます）と時間を割

り振っていきます。 

365×24×10＝87,600 時間。1 日 8 時間睡眠だとして×2/3＝58,400 時間。 

食事 3 回/1 日は各 1 時間として 58,400-(3×365×10)＝47,450 時間。これを引くと 10,950 時間となりま

す。 

日数に直すと 456 日と 6 時間。10 年のうち実際に使える時間は 1 年 3 ヶ月程です。意外と少ないです

ね。 



これをどう使う（＝生きる）のかということになります。すると、 

「今やっておかなければならないこと、後でもできることの優先順位が決まってきませんか」 

「いつか必ず死ぬのですから、一所懸命生きましょうよ。おのずと独りではなくなります」 

･･･これがたくさんの死の現場を見てきた吉田太一さんからのメッセージでした。 

 

でも、吉田さん、そんなこと言っていたら儲かりませんなあ。業者の言葉とは思えんです。 

                              （事務局：秋池記） 


